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1. はじめに 

1.1 人間が会話を主導 

 アラン・チューリングは，コンピュータと人間がテレタ

イプのようなデジタル通信を介して会話するシーンを描写

するとともに，人間と会話できるコンピュータは思考する

コンピュータであるというテーゼを提案した[1]． 

 MIT のワイゼンバイムは ELIZA を開発したが，文中の単

語を置換する変換を中心とするプログラムを搭載したコン

ピュータと人間がデジタル通信，ディスプレイ及びキーボ

ードを介して会話できることを示した[2]． 

これらの対話システムのインタフェースでは，人間が基

本的な主導権を掌握しており，人間が音声対話システムと

会話する意思がないときには，人間は会話しないという選

択肢が残されている．この基本的な主導権は，談話分析に

おいて，どのタイミングで音声対話システムが発話すると

いうような次元ではなく，そもそも人間が音声対話システ

ムに対して発話する意思がないときには，音声対話システ

ムと会話が成立しないのである．例えば，仕事中，授業中，

睡眠中などは音声対話システムと雑談するような状況でな

い． 

1.2 音声対話システムが会話を主導 

ところで，音声対話システムと人間の関係を逆転させて，

音声対話システムが会話の主導権を掌握して，音声対話シ

ステムが人間に一方的に話し続けるというインタフェース

を考察する．人間が発話する意思も会話する意思も全くな

いときであっても，音声対話システムが人間に執拗にひた

すら話し続け，人間に会話を拒否する自由を認めないとい

うことである．職場で仕事をしていても，学校で授業に出

席していても，夜に就寝する前であっても，深夜，疲れ果

てて眠りに落ちたときであっても，音声対話システムが 1

日 24 時間，1 年間 365 日ひたすら話し続け，会話を始める

か否か，会話を中止するか否かという主導権は音声対話シ

ステムが掌握するのである． 

1.3 非殺傷性兵器 

このような音声対話システムは控えめにいって嫌がら

せを目的とするが，被害者の生命を直接，奪ったり，被害 
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者の身体を物理的に傷つけるものではない．即ち，音声対

話システムが被害者の殺傷を目的としない兵器，いわゆる

非殺傷性兵器に応用されているのである[3]．古典的な兵器

は銃弾，砲弾，ミサイルなどの運動エネルギー又は爆薬な

どの化学エネルギーを利用して標的を破壊するのに対して，

非殺傷性兵器は電磁波エネルギー，光エネルギーを利用す

ることが多い。 

1.4 人間の制御 

社会は厖大な数の人間で構成されているが，人間は多種

多様であり，単純明快な人もいれば複雑怪奇な人もいるし，

聖人君子もいれば魑魅魍魎もいる．社会学という観点では

人間は何れかの社会階層に所属すると観念することができ

る[4]． 

いつの時代であってもいかなる国家であっても，ある種

の少数派は，国家社会にとって望ましいものではない．ヨ

ーロッパ中世では，そのような少数派に魔女という烙印を

押して火刑に処し[5]，ナチスドイツはユダヤ人という烙印

を押して強制収容所に収容するとともに毒ガスで抹殺した

[6]． 

第二次世界大戦が終了した後であっても，国家は多かれ

少なかれ国家社会に望ましくない人達を迫害したり，抹殺

したいのである．しかしながら，罪刑法定主義に代表され

る人権思想が発達した現代社会において[7]，魔女狩りはで

きないし，強制収容所で毒ガスを噴霧することもできない． 

そこで，情報機関が暗躍して，国家社会に望ましくない

少数派に対して秘密工作を実行するのである[8]．秘密工作

は違法性が高いものであるが，特定秘密保護法などの秘密

保護法制を駆使することにより，情報機関の暗躍は秘密に

維持される[9, 10]． 

情報機関の視点では，国家社会に望ましくない少数派を

脳波レベルで洗脳して，国家社会に望ましい多数派に変え

るのが所望される．あるいは，国家社会に望ましくない少

数派が社会的に成功しているときは，そのような少数派を

社会的に破滅させることが所望される． 

そこで，非殺傷性兵器が人間の制御に応用されるのであ

る．なお，このような非殺傷性兵器を実装して，人間に実

験するのは人道上，倫理上の問題があるので，思考実験に

留める． 
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図 1 音声対話システムの 

マイクロ波レーダー・インタフェース 

Figure 1 Microwave-radar interface of  

the spoken language system. 

 

 

2. 関連研究 

大阪大学と NTT は共同して，脳そのものに働きかけ，一

人又は複数人の脳波を特定の周波数成分に同調させる脳波

同調方法を公表した[11]．被験者の脳波を計測しつつ，被

験者に刺激を提示して，刺激に対する脳波応答を事前に計

測し，その後，所望の脳波になるように被験者に刺激を提

示するのである． 

 

3. システム・アーキテクチャー 

3.1 マイクロ波レーダー・インタフェース 

通常の音声対話システムでは，スピーカーから音声を出

力し，内蔵マイクから人間の音声を入力する[12]．このよ

うな音声対話システムでは，人間は，スピーカーがある位

置から離れるように移動することにより，スピーカーが出

力する音声から逃れることができる． 

そこで，図 1 に示すように，音声対話システムのインタ

フェースとして，人間を自動的に追尾するマイクロ波レー

ダーを採用する．マイクロ波レーダーは，マイクロ波を発

射する送信機と，ターゲットで反射した反射波を受信する

受信機と，信号処理装置とを備えている[13]． 

3.2 出力インタフェース 

マイクロ波が矩形波のときには，聴覚を刺激する現象が

あり[14-17]，マイクロ波聴覚刺激を応用したマイクロ波通

信が開発されている[18-24]．このマイクロ波通信ではマイ

クロ波が搬送波として用いられ，音声信号がパルス変調さ

れている． 

そこで，音声対話システムが出力した音声信号をマイク

ロ波通信で被害者の頭部に直接，伝えることができる[25, 

26]．具体的には，マイクロ波レーダーの指向性アンテナか

らマイクロ波ビームを被害者の頭部に照射することにより，

マイクロ波聴覚効果により音声を伝達する．即ち，音声対

話システムが音声信号を出力し，送信機が音声信号でパル

ス変調されたマイクロ波を生成し，指向性アンテナからパ

ルス変調されたマイクロ波ビームを人間の頭部に照射し，

マイクロ波聴覚効果により頭部がマイクロ波を音声信号に

復調し，音声信号からなる音響波が頭部組織を伝搬し，内

耳の蝸牛に伝達する． 

3.3 入力インタフェース 

一方，音声対話システムの入力インタフェースとしては，

頭部で反射した反射波を音声対話システムに入力する

[27-33]．対人レーダーの受信機が反射波を受信して，反射

波に含まれている脳波を復調し，脳波が音声対話システム

に入力される．ニューラルネットワークにより脳波は音韻

に変換することができ，音声対話システムの音声認識に関

する技術を駆使することにより，音韻の時系列信号を認識

することができる． 

3.4 音量 

音声対話システムの主導権は，音声対話システムが出力

する音声の音量に及ぶ．音声対話システムに話しかけられ

ている人間は，声の音量が制御できず，音声対話システム

が声の音量を制御するのである． 

具体的には，マイクロ波パルスのピーク出力を制御する

ものであり，マイクロ波パルスのピーク出力が，マイクロ

波聴覚効果で聞こえる音声の音量と相関する旨が解明され

ている[34]． 

3.5 制御 

人間が特定の行動をしたときに音量を大きくすること

により，特定の行動を妨害する．あるいは，人間が別個の

行動をしたときに音量を小さくすることにより，その行動

を奨励する． 

妨害する行動及び奨励する行動が永年に渡って一貫性

があり，妨害及び奨励が繰り返されるときには，条件反射

を通じて，人間の行動パターンが変化し，再教育ないし矯

正が可能になると想定される． 

 

4. 思考実験 

4.1 概略 

人間が制御対象のときに，人間の自由意志に介入して，

人間を自由自在に操るというのは禁断の領域であるととも

に，制御目標としても難度が高い．そこで，もっと簡単な

制御目標を設定する． 

4.2 人間モデル 

 本稿では人間が制御対象であるが，多種多様な人間を簡
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単な状態モデルに還元する．最も簡単な状態モデルでは，

制御対象に二つの状態があり，一方の状態から他方の状態

へ遷移するということになる．二つの状態の典型例はオン

とオフであることに鑑みて，オンとオフの切り替えを制御

するという方向で人間モデルを構築する． 

すると，人間は生物としての制約又は生理学上の制約の

ため，約 24 時間サイクルで睡眠と覚醒を繰り返している

[35, 36]．そこで，人間モデルとして，睡眠という状態と覚

醒という状態があるオートマトンを考える．睡眠という状

態から覚醒という状態に推移し，更に，覚醒という状態か

ら睡眠という状態に推移する．時間オートマトンとしては，

朝，睡眠という状態から覚醒という状態に推移し，約 16

時間，覚醒状態を維持する．夜，覚醒という状態から睡眠

という状態に推移して，約８時間，睡眠状態を維持する． 

4.3 非殺傷性兵器 

そこで，人工知能を内蔵する非殺傷性兵器として，約 24

時間からなるサーカディアンリズムを擾乱することにより，

被害者が円滑な社会生活を過ごすのを妨害する． 

被害者が夜，眠る前又は睡眠状態のときに，音声対話シ

ステムに接続した送信機から被害者に対してマイクロ波ビ

ームを頭部に照射して，マイクロ波聴覚効果を介して大き

な音声を聞かせて，睡眠を妨害する．あるいは，マイクロ

波ビームを頭部に照射して，マイクロ波聴覚効果を介して

大きな音声を聞かせて，睡眠状態から覚醒状態に遷移させ

る． 

空気を伝搬する音，即ち，気導音で音刺激をすれば，寝

ている人を起こすことができるが，マイクロ波聴覚刺激で

音刺激をしても同様に寝ている人を起こすことができると

想定される． 

睡眠障害に起因して被害者が日中に不注意なミスをす

ることがあっても，マイクロ波聴覚刺激とミスとの因果関

係は立証することができず，秘密工作の隠密性を維持する

ことができる． 

 

5. 考察 

5.1 民生利用に転換 

睡眠を妨害するという目的で同意なき被害者に上述の

システムを使用したときには，非殺傷性兵器となる．しか

しながら，同一のシステムを同意している被験者に対して

別個の用途に使うときには，非殺傷性兵器にならない．例

えば，運転手が自動車運転中に眠気を感じたときに，上述

のシステムから音声を発声して運転手に注意を喚起すると

ともに覚醒させる．すると，このような用途は，自動車運

転の安全性を向上させることができる． 

最先端技術は最初に軍事利用されるものであるが，機密

が解除されることにより民生利用されるようになる．例え

ば，マグネトロンは第二次世界大戦前に軍事レーダーに用

いられたが，現在では電子レンジとして民生利用されてい

る[37]．また，GPS 衛星も最初は軍事利用されたが，最近

はカーナビ，携帯電話などに民生利用されている[38, 39]．

同様に，マイクロ波聴覚効果を応用したマイクロ波通信も

最初は非殺傷性兵器に軍事利用されたが，その後，民生利

用されるのである． 

5.2 人工知能脅威論 

『2001 年宇宙の旅』，『マトリックス』，『ターミネーター』

などの SF 映画では，人工知能が人間に反乱するとか，人

工知能が人類を支配するというテーマが登場する．人工知

能が人類に対する脅威という思想は SF映画に限定されず，

哲学者などが考察する対象でもある[40-42]． 

さて，人間に反乱したり，人間を支配する人工知能には

多かれ少なかれ人間を攻撃する要素が伴うことになるが，

人間を攻撃する機械は通常，兵器又は武器と命名される．

米軍は，無人航空機(Uninhabited Aerial Vehicles; UAVs)，ド

ローンに代表される自律兵器システム(autonomous weapon 

systems)を既に配備して，更に戦場に投入している[43, 44]．

無人航空機，ドローンのように既に公表されている兵器な

いし軍事技術がある一方，秘密のベールに包まれている兵

器ないし軍事技術も存在する． 

すると，現在の技術水準では不可能とされているような

情報処理や人工知能が防衛秘密に指定されている可能性が

ないわけではなく，そのような情報処理や人工知能が国民

に公表できない態様で兵器として悪用されている可能性が

全くないわけではない．要するに，最高レベルの人工知能

を防衛秘密として秘匿しつつ，このような人工知能を秘密

裡に広範に兵器利用したときには，人類に対する脅威にな

るおそれがある． 

 

6. おわりに 

人工知能が人間を制御する例として，マイクロ波聴覚刺

激を応用したマイクロ波通信で睡眠を妨害するという非殺

傷性兵器を紹介した．軍事利用されている人工知能は防衛

秘密に指定することができるので，防衛秘密にされている

人工知能が人類の脅威となる可能性がある旨を指摘した． 
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